
第2042 回 例会 
12 月 8日（木）晴れ／ 12：30〜 13：30［松魚亭］

１．講　話
麹と食のクリエーター　小紺　有花　氏

「未来につなぐ発酵食」　　
２．出　欠

出　席　31 名　　欠　席　19 名
出席率　65.96%

３．幹事報告
・例会終了後、次年度理事会開催

４．ニコニコボックス
松本君、中川君、木村君

本日の講師、小紺有花様のお話を楽しみにしています。
森　君　今年最後のお昼の例会に、出席させて頂きます。

　水巻君　盛大なパーティ。身に余るご祝辞。たいへん有難うござい
ました。

　寺岡君　おわら踊り、三度目の正直でやっと合格しました。まだ中
段一級ですが、来年は上段を目指します。

合計 19,000 円（累計 257,000 円）

第2043 回 例会　年忘れ会 
12 月 15日（木）雨／ 18：30〜 21：00［松魚亭］

１．出　欠
　出　席　29 名　　欠席　21 名
　出席率　63.04%　　ご家族　10 名　　
２．《例　会》

①点　鐘　　　　　野村例会運営委員長
②ロータリーソング ｢それでこそロータリー｣
③松本会長挨拶
④松魚亭さんへお歳暮　
⑤幹事報告
⑥ニコニコボックス披露
⑦点　鐘

３．《年忘れ会》
①開会の挨拶　　　向峠親睦活動委員長
②ミニコンサート【第一部】
　アコーディオン　寺田ちはる氏　
　マリンバ　　　　西川夏代氏
③乾　杯　　　　　大村会員　　　
④会員作品展抽選
⑤ミニコンサート【第二部】
⑥閉会の挨拶　　　佐賀会長エレクト
⑧ロータリーソング ｢手に手つないで｣

４．ニコニコボックス
　魚住君　本日の作品展より 125,000 円をニコ BOX へ。
　松本君、中川君

本日の年忘れ会、皆様で楽しみましょう。
　木下君　今月は、誕生日と結婚記念日です。有難うございます。

　大村君　先日の、アットホームな深山さんを囲む会。ご参加下さっ
た方々、ありがとうございました。深山さんも、大変喜ん
でいらっしゃいました。

　中浦君　本年も、浅田屋各店をご利用いただき有難うございました。
　向峠君　年忘れ会、多数ご参加頂き有難うございます。今日は皆で

楽しみましょう。
合計 9,000 円（累計 391,000 円）

■ 12 月クラブ日誌
● 1 日（木） クラブ年次総会　　　松魚亭にて

12 月定例理事会　　 松魚亭にて
● 8 日（木） 次年度理事会　　　　松魚亭にて

● 15 日（木） 年忘れ会　　　　　　松魚亭にて

■金沢市内 RC 1・2 月 例会変更
金　沢 RC
2 月　1 日（水）　18：00 〜金沢ニューグランドホテル「節分の会」
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
金沢東 RC
2 月　6 日（月）　18：00 〜松魚亭「新春懇親例会」
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
金沢西 RC
2 月　3 日（金）　時間未定　金沢茶屋「節分例会」
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
金沢北 RC
2 月 23 日（木）　18：30 〜松魚亭「夜間例会」
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
香林坊 RC
2 月 27 日（月）　休　会

■ 講話予定
● 1 月 26 日（木）ミニコンサート

福井直秀氏（フルート）林正信（ギター）
● 2 月　2 日（木）米山奨学生（加賀白山 RC）郭　越（カクエツ）氏

「中国の茶文化について」
● 2 月　9 日（木）朗読　高輪眞知子氏

泉鏡花作「義血狭血」より「滝の白糸」
● 2 月 16 日（木）入船亭扇治氏
● 2 月 23 日（木）夜間例会
● 3 月　2 日（木）（株）金澤ブルワリー　鈴森由佳氏
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「浅野川暮色」

一月の論語
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義を見てせざるは勇無きなり

「冬の主計町」

●会員数／ 50 名 ●クラブ設立／昭和 48 年 10 月 3 日

◎例会日／木曜日 12：30〜13：30

◎例会場／松魚亭　金沢市東山 1-38-30 TEL:076-252-2271 FAX:076-252-2273

●会長／松本 範夫 ●会長エレクト／佐賀　務 ●副会長／内堀　茂
●幹事／中川 茂樹 ●副幹事／中浦 洋昭 ●会長監督／野村 千秋 ●会計／屶網 大介
●クラブ会報委員長／中村 實博



　
2016 〜 2017年度　国際ロータリーテーマ 2016〜 2017年度　金沢北ロータリークラブテーマ

人類に奉仕するロータリー Rotary Serving Humanity ロータリーを楽しもうRI 会長　ジョン F. ジャーム 会長　松本　範夫

カンボジアを旅して
　会員　的場　晴次

年忘れ会
親睦活動委員長　向峠　仁志

平成 28 年 11 月 26 日成田空港を出発し
6 時間の飛行機の旅で、カンボジアの首都
プノンペン空港に着いたが、飛行機を降りた
とたんに南国の容赦ない暑い日差しに迎えられた。
到着後、早速プノンペンの名前の由来となっ
た「ワットプノン」を見学しホテルへと向かっ
たが、市内で吉野家の店舗を発見、日本人の
商魂の逞しさに感心させられた。
最初の観光地アンコールトムは 3平方キロ
メートルに及ぶ広大な中に遺跡が広がり、
巨大な観世音菩薩の四面仏塔には圧倒された。

また、アンコー
ルワットでは
精巧に造られた
石仏の数々に、
当時の人々の
信仰の深さを
窺い知ることが
できた。

12 月 15 日（木）午後 6 時 30 分から、年
忘れ会を開催しました。
1　魚住為楽先生の作品展
年忘れ会では恒例であります、魚住先生の
作品展を、今年も開催させていただきました。
展示準備の際に、魚住先生から、各作品の
説明を聞かせていただきました。御本人から
の説明を聞きながら、作品を鑑賞できるのは、
非常に贅沢です。
今年度は、6作品の展示をさせていただきま
した。いずれの作品に対しても、多くの購入
希望がありました。見事当選された方々、お
めでとうございました。また、入札いただい
た方々も、ありがとうございました。
私も心惹かれたものがありましたが、年末
故にフトコロが ･･････（涙）
2　ミニコンサート
今年度は、アコーディオン奏者の寺田ちは
るさん、マリンバ奏者の西川夏代さんをお招
きして、ミニコンサートを 2部構成にて開催
しました。
乾杯前の第1部では、ダッタン人の踊り（ボ
ロディン作曲）、カルメン（ビゼー作曲）から、
お二人の仰るところでは「かなり真面目に」演
奏したとのことでした。もっとも、お二人の

カンボジアは農業を中心とした発展途上国
で大学卒業の月給は最高で 3万円程度と、生
活水準は低いが、未来の国づくりのために教
育に力を注ぎ、高校まで無償で、大学は奨学
金制度が充実しており、人材育成に力を注い
でいるとのことであった。
旅 行 期 間 中
は、カンボジア
の乾季で 32 度
から 35 度の猛
暑の中での遺跡
の見学はさすが
に疲れて、日本
に到着後疲労困
憊で帰宅したの
も、年齢のせい
ではないと妙に
納得している。

MCと演奏は、聴衆者である我々を楽しませる
ものであり、また、魅了されるものでありました。
乾杯後の第2部では、お二人が各席を回りな
がらクリスマスソングを演奏して入場し、情熱
大陸からリベルタンゴまで、ポピュラーミュー
ジックを中心として、お酒を飲みながら、何と
も言えない贅沢な気分に浸ることができまし
た。その中でも、今回のハイライトは、打楽器
体験コーナーとして、多くの出席者に参加いた
だきました、マンボNo.5（ペレス・プラード
作曲）の演奏です。賑やかな音楽隊の「ジャ
ジャッ♪ジャジャジャジャッ♪ジャジャジャ
ジャジャッ♪ジャジャジャジャジャッ♪」とい
う演奏にあわせて、「ア〜〜〜〜ウッ !」とかけ
声を出し、会場全体が一体感に包まれました。
3　年忘れ会を終えて
今年最後の催しも、賑やかに、楽しみなが
ら終えることができました。
個人的には、親睦活動委員長として、納涼
夏祭り、伊勢志摩への親睦旅行、そして今回
の年忘れ会と、非常に楽しい催事が続き、充
実した今年度前半となりました。
皆様、今年度後半もよろしくお願いいたし
ます。

以上

ロータリーの歩み①　その5
第 2680 地区 PDG　田中　毅

　つぎに起こった対社会的奉仕活動は身体障害児援
助活動であり、主に地方の小クラブが実施し、マル
ホランド会長を輩出したトレド・クラブや、エドガー・
アレンがこの運動をクラブがバックアップすること
を条件に入会し、最終的には「全米身体障害児協会」
の設立にまで漕ぎ付けたエリリア・クラブなどの例
があげられます。
　対社会的奉仕活動の必要性は認められたものの、
会員同士の物質的相互扶助によって事業を発展させ
るという手法は、その後も続けられました。1911 年
の全米ロータリークラブ連合会の会員名簿には、当
時加盟していた 24 クラブについて 3 ページずつの情
報が記載されています。1 ページ目はそのクラブのク
ラブ名と会長、幹事の電話番号と住所や例会場所や
時間が書いてあります。残りの 2 ページにはそのク
ラブのテリトリーの中にある著名な企業名、電話番
号と住所が書いてあります。これは遠隔地における
ロータリアン同士の取引に使うためです。騙すより
騙される方が悪いという世の中ですから、シカゴの

果物商がカリフォルニアの農園と取引したとしても、
果物商に注文通りのオレンジが届く確証はありませ
ん。また農園の方にも約束通りの料金が支払われる
確証がありません。しかしロータリアン同士の取引
ならばお互いが信頼できたわけです。 
　1911 年の連合会の組織表には、Local Trading 
Committee、Intercity Trading Committee、
National Trading Committee という委員会が明記
されています。Local Trading Committee は自分の
テリトリー内における取引を活性化する委員会です。
Intercity Trading Committee は近隣都市間の取引、
National Trading Committee は全米が対象になり
ます。そのような
組織を作って会員
同士の物質的相互
扶助を連合会が積
極的に援助してい
たのです。


